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★『環境基本計画』ってなに？
本市における望ましい環境づくりのための基本的な考え方を示すもので

す。海・山・川などの自然、ごみ、水、大気、エネルギー、環境教育

等々、環境に関わるあらゆることが計画の対象となります。

環境のためにやっていること
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環境関連のイベントに参加する

生きものや環境について調べる

車のかわりに公共交通機関や自転車の利用や徒歩

にする

家族や友人などと環境について話す

買い物時に環境に優しい商品を購入する

川や海の水を汚さない

水を大切に使う

エネルギーを大切に使う

ゴミの出ない生活

既に取り組んでいる 今後取り組んでみたい 無記入 特に関心がない

　「環境のためにやっていること・やってみたいこと」について質問したとこ

ろ、「ゴミのでない生活」、「エネルギーを大切に使う」で“既に取り組んでい

る”市民が回答者の６割以上を占め、“今後取り組んでみたい”もあわせると８

割以上になります。ゴミやエネルギーに関する市民の取り組みの浸透と関心の高

さがうかがえます。

『なると環境市民会議』では、身近な自然環境のこと、ごみのこと、景観のこ

と、大気や水質の汚れのこと、環境ホルモンのこと、地球温暖化のことなど、環境に関

係することなら何でもアリ!で意見交換をします。

　皆さんからのご意見は、現在作成中の「鳴門市環境基本計画」に反映して

いきます。

　この機会にぜひ、鳴門市の環境について皆と一緒に考えてみませんか？ 申し込み締切り
平成１５年１月１７日（金）

  毎年寒い季節になると、旧吉野川やウチノ海には多くのカモの仲間がやっ

てきます。カモのオスは種ごとに特徴的な羽の模様をしていてとてもカラフル

です。

  カモの仲間はちがう種との間に雑種が生まれやすいグループと言われてい

ますが、彼らのカラフルな体の模様は同じ種を見分けるのに役に立っているよ

うです。

  カモの観察をしていると、姿だけではなく、食べ物や行動も種ごとの違い

があることに気づきます。

　頭を水の中につっこんで水底から餌を探すオナガガモ、水面で餌をこし取る

ハシビロガモ、水中に潜って餌をとるホシハジロといった具合です。探している

餌も草の種子、水草や海藻、貝、魚と違います。そのため、私たちが陸上から

見て同じような池に見えても、水草の多い池ではヒドリガモが多いとか、小魚

が多い池や内湾ではウミアイサを見かけるというふうに、やってくるカモの種

は違うことがあります。

① カ モ

開催日：平成15年３月頃～８月頃を予定

開催時間：平日夜を予定

開催回数：４回程度

開催場所：市役所会議室（予定）

募集人数：３０人

応募条件：鳴門市在住、在勤、在学の

　　　　　　高校生以上の方

関心のある環境問題は…ごみ！
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エネルギー問題

酸性雨

その他

野生の生きものの減少・絶滅

大気汚染

ダイオキシン・環境ホルモン

地球温暖化

自然環境の破壊・消失

川や海の水質汚濁

廃棄物の不法投棄

ごみ問題

個々がすこし不

自由を楽しむお

おらかさを持

つ！

（60才代・男

今、ゴミの不法投棄で林や

森・川岸など、行く先々で

粗大ゴミを目にしますが、

どうやってなくしていくべ

きか、とても考えさせられ

ます。

子どもとともに、

楽しみながら参加

できるものがいい

です。

シンポジウムや見学会という

よりも市民で公園を掃除した

りして、体験しながら環境・

ゴミ問題を考えるようにした

方がよい。考えるだけでは結

果につながらない。

参加してみたいこと
　自分が「環境基本計画」づくりに参加するとしたらどのような形であれば

“参加したい”あるいは“参加できる”と思うかを聞いてみました。

　結果、ミニ新聞や市広報・ホームページ、見学会や観察会などが多くえらば

れました。

　「関心のある環境問題はなんですか？」という質問に対する答えは、圧倒的

に“ごみ問題”をあげる人が多い結果となりました。一方、小学生は“川や海

がよごれていること”、高校生は“地球の気温が高くなっていること”が一番

関心あることとして選ばれています。また、中学生はどちらも同じ位関心があ

るようです。
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そのほか

石油などエネルギーのもととなる資源がなくな

りそうであること

こわれた冷蔵庫やタイヤなどがすてられている

こと

車や工場の排気ガスによってよごれた雨（酸性

雨）がふり、木がかれたりしていること

ダイオキシン・環境ホルモンなどの有害な物質

があること

空や空気がよごれていること

住宅や工場などをつくるために、森や水辺など

自然環境がこわされていること

ごみがたくさん出て、処理にこまっていること

たべものやすむ場所がなくなって、野生の生き

ものが減少・絶滅していること

たばこのすいがらやあき缶などが道ばたにすて

られていること

地球の気温が高くなっている（温暖化してい

る）こと

川や海がよごれていること

高校生

中学生

小学生

小中高生

大人

身近な環境に？と

思っているあな

た！

 

来てみませんか？『なると環境市民会議』

川や海をきれいに

して生き物を増や

してほしい。安心

して遊べるよう

に。ニオにヘドロ

がないように。

（小学生・男子）

ヒドリガモ

オナガガモ
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講演・シンポジウムへの参加

市内見学会への参加

自然観察会への参加

環境基本計画の内容の検討の場

環境のミニ新聞を読む
市広報、ホームページのチェッ

ク
とくにない

その他

（人）

（鳴門市のホームページ：http://www.city.naruto.tokushima.jp/menu.html　※12月から市のホームページでアンケート結果概要を公表する予定です）

この新聞、環境に関することなど、

ご意見・ご感想をおよせください!!
　

鳴門市環境衛生部環境課


